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山 口 喜 博
セパラトリクス近傍に生ずるカオスについて, リヤブノフ数を解析的に求め,Chirikovによ
って与えられた拡散定数Db)Hとの関係を明らかにする｡
考える系の運動方塩式は
2.-x-x3+gXCOS(a･t+P｡) (1)
である｡ここでgは1よりも充分小さい数 とする｡系のポテンシャルは二重井戸型(図1)で㌢(x)
ニー∬㌢2+∬γ4である｡
9≠0の場合には,ホモクリニシティによりセパラ トリクス近傍に,ス トカスティック層と
いう乱雑領域が形成される｡9-0の場合,セパラトリクス (x｡,po)は
xo-√訂sh(i-to)
p｡--√す sh(i-to)th(i-t｡)
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